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蒸し暑い天候の中５０名の方が「富士見の歴史講座」を受講されました。

今回のテーマ「武州世直し一揆」は、慶応２年(1866)６月１３日～１９日の１

週間の出来事ではありますが、武蔵１５郡・上野２郡の地域で総勢１３万人規

模、破壊家屋数約７０００の大規模な一揆ということでした。 

◆何故、世直し？ 

◆このような爆発的なエネルギーを巻き起こした背景は？ 

◆一揆沈静のための幕府の対策は？ 

等など 

魅力的な話題での講座展開でした。 

＜＜受講風景＞＞ 

 

講師の神山氏は「志木風土記」に携われており富士見市域についても造詣

があり話題豊富でした。特に、川越藩が鎮圧のために『貝塚山』に大砲を設置

したという話は驚きでした。以下、参考のために、「武州世直し一揆」の富士見

市域に関わる進路の部分とその場所の被害についての資料を抜粋しておきます。 

 

 

富士見の歴史講座 第三回  平成２５年６月１５日(土)10:00～12:00 

「武州世直し一揆」と「富士見市域」 

前志木市文化財 保護審議会会長 神山 健吉氏 

報告： Ｈ．Ｓ． 
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